学会等発表補助NO.＿ ＿
＜様式Ⅰ＞
2026年度 法政大学大学院
学会等発表補助金申請書兼報告書

１．申請者
	研究科名
	研究科
	専攻名

	専攻
インスティテュート

	課程・学年
※該当する課程に○
	修士 ・ 博士後期　　　　年
	学生証番号
	

	氏名
	（フリガナ）
	

	
	

	電話番号
	（　　　）　　　－
	E-Mail
	

	☐「全国旅行支援（全国旅行割）」を利用していません（□をクリックし、マークしてください）。　



２．学会発表スケジュール（選択肢は、該当するものに〇をつけるか、それ以外の選択肢を削除してください。）
	発表の機会
	
学会　・　研究会　・ワークショップ　

全体会　・　分科会　・ポスターセッション　・　その他（　　　　　　　　　）

	出席学会名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国内学会　・　国際学会）

	学会開催地
	参加方式：　会場開催　・　オンライン　・　ハイブリッド

	
	国名/地域：　　　　　、都市名：　　　　　　、会場：

	発表テーマ・論文名
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	共同発表者
	　有　（氏名：　　　　　　　　　　　　　　）・　　無
＊共同による研究発表は、セカンドオーサーまでが補助対象です。

	出張期間
	年　　　月　　　日（　　）　～　　 年　　　月　　　日（　　）

	学会参加期間
	年　　　月　　　日（　　）　～　　 年　　　月　　　日（　　）

	スケジュール

※行が不足する場合は必要に応じて追加してください。
	日程(月日)
	出発地
	到着地
	便名等
	訪問先・滞在先

	
	月　　日（　　）
	
	
	
	

	
	月　　日（　　）
	
	
	
	

	
	月　　日（　　）
	
	
	
	

	
	月　　日（　　）
	
	
	
	

	
	月　　日（　　）
	
	
	
	

	
	月　　日（　　）
	
	
	
	

	
	月　　日（　　）
	
	
	
	

	出張同行者
	　有　（氏名：　　　　　　　　　　　　　　）・　　無　



３.学会発表後の報告
　学会発表による成果（学会発表による研究上の刺激・経験・受賞の有無・今後の研究活動の抱負など）を250～300字でまとめてください。
	

	

	

	

	

	

	

	

	



４．会計報告
＜注意事項＞
・領収書支払いが邦貨であれば邦貨で、渡航先であれば現地通貨で記入してください。
・クレジットカードでの支払いは本人名義のカードに限ります。
・外貨クレジットカード払いの場合は利用明細書も添付してください。
・補助対象とならない項目は記入不要です。領収書の提出も必要ありません。
・私的滞在の有無にかかわらず、出張内容は事前に指導教員からの承認を得てください。
・出張自体が学会以外を主目的（帰省やレジャーなど）としていると判断される場合は、補助対象外となります。
・交通費①②を申請する場合は様式Ⅱも提出してください。
＜私的滞在に関する注意事項＞
・学会参加期間以外の滞在（私的滞在）がある場合、その期間の現地宿泊費、交通費、海外旅行保険料は補助対象外です。(海外旅行保険料の補助額＝全旅程に係る保険料×（学会参加に直接関わる日数）/（保険加入日数）となります。)
・学会前後に私的滞在を行い、経路や出発日・帰着日に変更が生じる場合は、いずれも私的滞在がなかった場合の費用を上限に交通費を支給します。申請にあたり、募集要項「４　補助する経費対象について」を確認し、あらかじめ見積書等を準備してください。
　　（例）韓国・ソウルにて2月11日に学会発表を行い、私的滞在がない場合は2月12日にソウル発となるが、私的滞在を行い2月14日にソウル発となる場合は、2月12日のソウル→東京の経路にて経費をお見積りください。

	経費一覧
	邦貨支払い
	外貨支払
	領収書
NO

	
	
	日付
	通貨
	金額
	

	現地宿泊費
（上限：国内1万円/1泊、
国外1万5千円/1泊）
	
	
	
	
	

	学会参加費
	
	
	
	
	

	海外旅行保険料
	
	
	
	
	

	航空運賃
	
	
	
	
	

	鉄道交通費
（起点駅⇔会場最寄駅）
	
	
	
	
	

	その他（現地交通費など）
	
	
	
	
	

	申　請　合　計　額
	
	

	
	【事務処理欄】
給付額
	　￥






５．指導教員記入欄
（指導教員から所見を受領した日および受領方法をご記入ください。事務より指導教員に確認することがあります。）
	所見
<申請者の学会発表に
関する評価>
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	指導教員
	研究科　　　　　　専攻　　　　　　　　　　　　　　　　

	所見受領日
	

	所見受領方法
	直筆による直接記入　・　メール　・　その他（　　　　　　　　）
※直筆による直接記入の場合は、上記の「指導教員」欄に署名をもらってください。
※直筆の署名を得られない場合は、教員とのやり取りが分かるメールも提出してください。



	（事務使用欄）
受付日付印

	



2

